
 

 

 

２学期 始業式    
２学期の終業式が９月１日（月）に行われました。まだま

だ暑さの残る中ではありましたが、東中生全員で２学期のス

タートを切ることを念頭に、顔を合わせる貴重な機会とし

て、体育館で行いました。２学期に大切にしてほしいことと

して、以下のような話をしました。 

「２学期の充実は今年度の充実」ということです。勉強に、  【整然とした立派な入場】 

学校行事に、部活動に、どの面においても、２学期が大切です。 

１学期を振り返った時、各学年それぞれに確かな成果が見られ、ど

んどん立派になっていく東中生の姿がありました。その土台の上に、

もう一段、積み上げを図る学期にしてもらいたいです。個々に目標

は違えども、それぞれ頑張ってほしいです。 

今年は観測史上最も暑い夏で、９月も厳しい残暑が予想されてい

ます。休みあけでリズムの変化が大きいです。学校生活のリズムを

取り戻し、再スタートをうまく切ってほしいです。 

2 学期の充実のためには、「負荷」がかかります。楽なことばかり

ではないはずです。しかし、負荷（適切な負荷）こそが、自分を成

長させるのです。時間の工夫、体力配分の工夫、気持ちのリフレッ

シュ…。目標達成のためには、やるべきことが山盛りですが、自分

を信じて頑張ってほしいと思います。 
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学年代表生徒の言葉＜部分＞  ３年          「勝負」  

 2 学期が始まり、私には大きな目標があります。そう思うようになったのは去年の夏、私

がバレーボール部の部長になったことでした。（中略）私のサーブミスで負けた試合がありま

した。私は不甲斐なさや悔しさでいっぱいでした。しかし、この出来事をきっかけに「もっ

とチームを引っ張っていきたい」「負けではなく勝利に導きたい」と思うようになりました。 

（中略）この夏で部活動は引退してしまったけれど、体育大会の団長としてＷ優勝するとい

うのが 2 学期の私の大きな目標です。応援合戦もみんなで創りあげてこそ意味があります。

全員が揃う一体感を団長として作り上げていきたいです。 

負けをたくさん経験してきたからこそ、もう負けたくありません。また大きな壁にぶつか

ることもあると思います。そんな時は仲間を信じて前に進み続けていきたいです。ここであ

きらめたら絶対後悔すると思いました。（中略）自分の気持ちと真剣に向き合い、私の中にあ

る小さな勇気を信じて覚悟を決めて踏み出しました。（中略）今では「過去に戻れない」から

こそ、後悔しない生き方をしようと心に決めています。迷ったなら、まず挑戦してみる。心

の底から「やりたい」「楽しい」と思えることに素直になる。そんな生き方をこれからも大切

にしていきたいなと思っています。 



 

道徳の授業 

東中学校では、道徳の授業をよりよいものにしよ 

うと、研究を続けています。「学級づくり」と「楽しい道徳の時間の充実」を中心に、学校生活の

基盤である学級において、安心して自分の意思を伝えたり、他との関わりの中で学びを深めた

りする力をつけてほしいという願いが込められています。 

 ９月１９日（金）には、市内の多くの先生方に来ていただき、東中の

道徳授業を見ていただきます。いつもどおりの東中生の礼儀正しさ

や、真剣に取り組む姿を見ていただければと思っています。 

                                                        

【フレンドタイム】 

東中 topics 

※学校からの各おたよりや、日々の生徒たちの活動や様子などを、「東中学校のホームページ

（https://swa.hekinan.ed.jp/swas/index.php?id=higashijh）」にて公開しております。ご覧ください。 

学年代表生徒の言葉＜部分＞  ２年        「成長のチャンス」  

2 学期は体育大会や合唱コンクール、そして 2 年生だけの行事の職場体験など、大きな行

事がたくさんあります。僕はその一つ一つを全力で取り組み、学年の仲間とともに成長でき

る 2 学期にしたいと思っています。 

 体育大会はそれぞれの団で力を合わせることの大切さを感じられるチャンスです。（中略）

合唱コンクールは心を一つにして歌うことの楽しさと難しさを味わえるチャンスです。 

（中略）職場体験では、ふだんの学校生活では経験できない「働くことの大変さ」や「やり

がい」に気づけるチャンスだと思います。社会に出る前の大切な経験として、礼儀やマナー

にも気をつけながら、しっかり学んでいきたいです。 

これらの行事を、ただ楽しむだけでなく、自分の成長のチャンスとして考え、団の目標、

クラスの目標、一人一人の目標をもち、協力し合い成長した姿で 2 学期を終えたいと思いま

す。 

学年代表生徒の言葉＜部分＞  １年          「全力で」   

 「中学校ってどんな場所なんだろう。」 

私は中学生になるのが正直怖かったです。（中略）しかし、実際中学校生活が始まってみる

と、楽しいことばかりでした。授業に来てくださる先生方はユニークな先生たちばかりで、

どの授業も楽しいです。4 組は元気で明るく、担任の先生ともたくさん笑い合える温かなク

ラスです。（中略）校歌熱唱大会では、どうしたら採点基準にある「一体感」を出すことがで

きるのかを話し合い、当日しっかりと歌いきることができました。優勝はできなかったけれ

ど、過去一番の歌声と一体感でした。 

（中略）2 学期には、体育大会や合唱コンクールなどの、中学校ならではの行事があります。

私は応援リーダーになりました。先輩たちと最高の行事を造りあげるためにも、私たちはク

ラスの合い言葉でもある「全員で全てのことを全力で」を大切に、最高の 2 学期にします。 


